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OPTIPHOT 
汎用機としての性能、操作性、発展性をすみずみまで追求しました。

OPTl PHOTI土、 よリ鮮鋭なη ょ'~fVJ'W:;\iて3 品以微鏡として m1 1~ した Lので、Iì l 0P H OT

VシリーズでuY.1'1'を得ているCトンステムをv;(人内主らに、析しl~ ll~;n で充実 した k.';': iちを

/if15t しました。 たとえば、光il~!I主 将l止の尚い 1 2V 50¥Vノ、ロゲノラン7を保川、1'1然色でlりl

るくきれいな 1主が脱祭できます。 レノズ、 7 リズム 、 ミラー♀どのk"i: ;;I:Hは光東に i-t して~(:

45のあるように、 1 ・ j} な大 きさをもって $;~ In しましたう また 、 j直切♀ 1 ，';liË絞 りを IÍcii/( し 、 H1

1/)1コーテイノグを 効来的 1 ~ 1ií回 して 、 I)，if(! i lλ射によるフレ了、 ゴース | を除去門 すッ きりした 比

え叫、です司!日11リl系!;i.k什均レンズの1'1fil:を7)1-1二発j市j匂ノに全ケーラー11:11りl系。1即日から

，::，f古ーまで切りJ換えなしでtjthそできるようにしましたg カラーバラノλL安定していて、宅d'HH
z;ではすぐれた色lヰJ見1'1を5tH，します。
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LABOPHOT 
観察用と して、 OPTIPHOTO)性能を

シンプルにまとめま した。

LABOPllOlは、 OPTIPHOl・の特hをi記ち.;，:がら

シンフルで操f1'1'lのおい、とくに1iJi.療を1111'.)として1111

Je した~1í1故3主で'j ' CFシステ人 6V20Wのハロゲンラ

ンプのHUII、1)、11([i以射によるフレア、ゴーλトの除去.;，:

ど 、 OPT I P II OT と 同憾に光 ;:: ittj~ を向 上 させ 、J.l λ

叫、をシ γ-7にしています内ベ-}，加もトランス1)'lh'虫、 lW

〈安定して 「を岐せやすく 、さらに、.flll:スペースをとら

ないように、 杓けJコンパット!こ設，1Iしました。また、!I{!

lリIke;':系は的不による切リ抑え、ランプの心mしも不
安。よりf:!2いやすくなり、JIW!H彩にもー|分出Jえる設
，1fになっています。
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亙霊ヨ
西津一俊日本大学叡授・理1尋 干原光雄筑波大学教授・理得共編

四面通に囲まれているわ万国巳おいて，藻類は苦から食用とし

て.ま疋寒天や戸ルギン酸などの原料として日常生活と深いかか

わりをもっとともに.水界の物質生産者として.あるいは魚貝類

の簡料や生患場の提供者として，水産学や生態学の重要怠研究対

象となってきだ。その反面.環境の活染にともない，藻類は酒洋

の赤潮および陸水の水の華の構成生物として最近世間の注目をあ

びている。これら系統的に多系な藻類は.形態・生理・生化学怠

ど純理学的|こもきわめて興味深い研究対象といえる。

本書は，藻類の研究を行なっている人々，これから行なおうと

している人々の定めに，その分類・培養・生態・生理・生化学な

ど全般にわだって詳細に研究手段・万法を解説しだものである。

研究手法のみZまらず，藻類全般を知ろうとする人々の読物として
も疋いへん役に立つものである。

一一一ー主な目次・一一-

1 原論一一藻類研究の歴史的背景と展望
2 藻類の分離と培聾法 藻類の分離とI舌養の万法/大型藻の

分離と培養/微細藻の分離と倍養/生長の測定/培養漉の種

類と組成/藻体の保葎法

3 蓮類の形態と細胞の観察法一一一般的な形態の観察/槙と染
色体の観察/走査型電子顕微鏡による観察

4 藻類生理生態研究法一一現存量の測定/光合成・呼吸の測定
/環境要因の測定

5 藻類の生化学的研究法一一光合成色素の定性と定量法/炭素
代謝酵素の抽出と測定/窒素代謝酵素の抽出と測定/同化物
質の横出と同定/細胞壁構成物質の横出と同定/二次代謝物
質の模定と同定/藻類の育性生殖を制御する生体物質

f寸麗類の分類と分類表ほか

1川1η2束綿京都献文京招区小相目向削4一→6ト一→-19共立出版電話制ω似附(ω伽仰94附47仰7
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著章
B 6 *IJ・310J'l￥ 1，800 
口品会4. jH会42
9ポ縦組上製本

渋谷

-~圃直一

回想、のモーリ、ソシュ
ーある自然科学者の人間像-

19-111:紀後斗'ーにおいてヨーロ ツノ吋註雨水準の知性を誇ったウィーン

ノ( ~!.!:，そこ の総長となり，炭駿同化作用などの機構を明らかにした
大 |主1Y!，~;f~1 ザ:者一ハ ンス ・ モーリ ッ シュ . 彼は ， また日本にも折J[与さh，
北大のク ラーク [.0)1士にも匹敵するほどの大きな影響を束北大学ーへの
こすのであった.その学問と彼の人1:'，]像を当H寺のH寺代的背景と，ア
インシュ クイ ン.メンテルなど多くの世界的学者との交際を通して，

/，. こ こに浮JM~ りにする グ

[内容主目】
はしがき (東北大学才1件 数段 J'I!.-ro.'j. 永野為武) まえがき
はじめにオーストリア人ありき ，.モーリ ッシュの世界 2 .モ- IJ

γシユのオ一ス トリア 3. モ一リ y シユの{修l窃苦;{匙知~ II昨寺イ七 4. モ一 リ yシユ
のウイ一ン 5. モ 一 リ ツシユのi迎監廃 11吋1七的ミ~~:代 6.釘n-一次f刑刊lI:l界芥大l戦F成山I幻ijiH後去
西欧の眼の下に 1. 1 什l イ小本~ での qr，イみω州f令付側ri出ili 2. H本でのh伺歓草女〔迎 3. 1日!本 での
モ- 1) '/0/ュ 4. 11本での，満義 5. 円本での 1-1'市生前 6. 日本
での』代わ守 7. 1-1本でのiih>JIJ
ウィーンに死す 1 栄 光 2.孫 11 

ハンス・モーリッシュ関係参考書/ノ、ンス・モーリッシュ関係年表

あとがき/人名索引/ 肖像そのイ也捕絵 目次

命、ーー
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主 ti;i 
z，T 干 ζ 主

望 著作山岡

可 5.300

Y 4.800 

Y 3，800 

Y 3，500 

Y 2，500 

Y 2，500 
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日本淡水藻図鑑
112!読書;t~'日lS B 5ぉ:?3a

説

織学
￥ 15，000 

字

大賀一郎科学論文選集
大引ー山IS-III:話 人会仏 Y 12，000

世界の珍草奇木
J 11111Y.j' 魁」新 Y 1，300 

大気と水の公害概論
大 111 jlて耕 平 1，500

肯日本産淡水藻の総てを網羅した図鑑肯

ぜト公

rJ'Ju、
Y 

(内容見本進呈)

藻類
J1!iiMi弘千平i'

字

化学史伝

化学史塵

化学史筆

六稜史筆

化学史窓

続化学史窓

新編わが有機化学

化学史談 全8在と>JJj/lU 
l へ-7ー クリーえのこl'.ill: Y 1.500 
11 ギーセンの ft'f教 引 Y 2.000 
111. 7 ンーゼング) 88 "'. Y 1. 500 
rv.ブノゼンの 88 r)~ Y 1，000 
v.ベンゼン 7昆 Y 1，500 
VI，化 f:. :.(';'の B托qf 11 .lL Y 1.500 
V11. リーピンヒーウ'"ーラfI:f}.LIHiil

ギ一七ン ""t' ft Y 1.500 
リ ピ y ヒーウェーラ- 1 1 似'!~ f) tj

ミュンヘン ""t' f t Y 1， 500 
))111111' ~!tl: k づ l と J刊~， II Y 2，000 
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植物
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芽
四
発

入会金 1，000円

年会費 3，000円・会誌3回・総会 1回
化学史研究会
(内田老鶴岡 新社事務取扱)
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保育社の原色図鑑
-・・E司E彊酉E語圏・・
a)植物

⑨原色花井図鑑上

⑩原色花井図鑑下

⑪原色蓄積洋蘭図鑑

⑩原色是高山植物図鑑

⑩原色塁植物図鑑<.:f)

@ ~ (:~) 
(ij) ~ GU) 

'201原色熱帯魚図鑑

叫原色是蛾類図鑑上

崎原色星蛾類図鑑下

⑩続原色是貝類図鑑

⑩続原色是魚類図鑑

働続原色熱帯魚図鑑

③⑪原色是両生腰虫類図鑑

崎原色是淡水魚類図鑑

(:t~皇淡水ブランクトン図鑑
的原色家畜家禽図鑑

⑩原色事貝類図鑑 I
崎原色襲貝類図鑑 E
(45)海洋ブランクトン図鑑

~ij)原色皇蛾類幼虫図鑑上
命ち原色果蛾類幼虫図鑑下

⑩原色樹木病害虫図鑑

⑮原色草委病害虫図鑑

c) 岩石・鉱物

13)原色岩石図鑑

同)原色鉱石図鑑

⑩続原色鉱石図鑑

⑩原色化石図鑑

⑩原色星海藻図鑑

'i9)原色皐樹木図鑑

働原色星菌類図鑑

⑩原色星羊歯植物図鑑

⑩続原色星高山植物図鑑

⑩原色果実図鑑

⑩原色園芸植物図鑑 I
⑩原色園芸植物図鑑E
働原色園芸植物図鑑皿

偏)原色園芸植物図鑑N

僻原色園芸植物図鑑V
⑩原色是薬用植物図鑑

⑩原色星野菜図鑑

⑩続原色果菌類図鑑

⑩原色是植物図鑑 (~r)
⑩。(訂)

⑪原色皇蘇苔類図鑑

⑮原色是地衣植物図鑑

⑮原色皇帰化植物図鑑

-・・雇翠圏璽陸軍・・

b)動物

①原色皇蝶類図鑑

⑨原色是昆虫図鑑上

⑨原色星昆虫図鑑下

④原色皐貝類図鑑

⑤原色是魚類図鑑

⑥原色皐鳥類図鑑

⑦原色皇晴乳類図鑑

⑨原色皇海岸動物図鑑

本社・大阪市東区上町ト17-13
〒540振省口座/大阪 12346番

@原色皇蝶類大図鑑

@原色是蝶類幼虫大図鑑I
@原色星蝶類幼虫大図鑑E
@原色皇蜘蜂類大図鑑

@日本ブランクトン図鑑

@原色星野鳥生態図鑑I
@原色星野鳥生態図鑑H

@原色飼鳥大図鑑

@原色算衣服大図鑑

@原色木材大図鑑

@原色星植物生態図鑑

@シッキム・ヒマラヤの植物

原色世界蝶類図鑑

曜をち国健・カラーフ.~クニ竜~

とこゴ保育全t二コ

E璽理窟璽置匿霊霊童E

a)植物

標準原色 7.園芸植物

標準原色 8.樹 木

標準原色 9.植物 I
標準原色 10.植物 E

標準原色 11.高山植物

標準原色 12.温室植物

標準原色 13.有用植物

標準原色 14.菌類(患のお

標準原色 15.海藻・海浜植物

b)動物

標準原色1.蝶・ 蛾

標準原色 2.昆 虫

標準原色 3. 貝

標準原色 4. 魚

傑準原色 5. 鳥

標準原色 16.海岸動物

標準原色 17.熱帯魚・金魚

標準原色 18.飼鳥・家畜

標準原色 19. 動物 I

標準原色 20. 動物E

c)岩石鉱物

標準原色 6.岩石鉱物

原色植物観察図鑑

那須の植物誌

滋賀県植物誌

草木図説木部主-J詰

支社・東京都豊島区南大縁1-1-2
〒170



欧和一美術-印刷

合名会社文栄堂印刷所
札幌市中央区北 3条東7丁目 T 231-5560 231-5561 231-2711 



祈システム高速アミノ

.本システムては、LKB4400高速ア

司iミノ酸アナライザーを用いて、 5-
.80μlという少量のサンプルを65分

蛋白質加水分解物)-200分(生

体アミノ酸)という短時間で分析

できるはカ、りてなく、最大75サ
ンプルまでの連続分析が可

能です。またデータは、全

てLKB4440ウJレトラテf

ータで処理されます。

2主化会科汗究期限鎚
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分析例"蛋白質加水分解物30μ1(15 nmo 1) 

LKB 4400高速アミノ酸アナライザー

・分析lIW:11司は65分(査1'1質加水分解物)-200 
分(生体アミノ酸L
・最大75サンフツレまて述続処理可能。
・高感度 (1nmolアスパラギン酸カ"O-O，lA
レンジ、でフノレスケーノレ)。

・分析に必要なサンフツレ民一は5-80μlt少量0

.ソリッドステートタイプのおJ型リアクションコ
イノレ(lOO-150'C)をJ末FIl。
・インターロツクシステムによる安全'性の向上。

LKB 4440ウルトラテ‘ータ
LKB 4400 ?":j jjlアミノ般アナライザ、:"- ~Iji.mテやー

タプロセッサーてす。

~〆
.... 未来に庁ける技術の帯門商社... ， 株式干::"""W I _ ... ー， 東京都千代間区飯田悟4-8-7 03(265)4261(科学機加古川大阪06(942)5971 名古屋052(741)6051“‘会社，-.....-圃，福岡092(441)7641 ;jL仰 11(241)4428 fUI命0222(23)4060 広島0822(23)2511金沢0762(37)6940



理化学器械・医科器械

創業大正7年歴史と信用を誇る

~営業
仁I
口口 目~

理化学器械

医科器械

代表取締役武藤竜吉

本社/札幌市北区北 11条西4丁目 倉 (741)5111番

医用電子器械
支庖営業所/函館・旭川・創11路・帯広・室蘭・北見・苫小牧

東京底〆東京都台東区入谷1丁目 19番2号 愈 (874)7141 :番

レントゲン装置

計量器

営業所/災城・仙台・埼玉・福岡

賛助会員

E温認hトヨ
北海道栽1:;'1漁業振興公社 060札幌市中央区北4問61u:EI札幌会館内

阿寒観光汽船株式会社 085-04北海道阿寒郎阿寒川j字削水湖畔

#1証藻資源開発株式会社 160東京都:i'fr'(WK新宿 1-29-8 u1'卜J1il、人公衆衛生ピノレ内

協和椴酵工業株式会社tE水産IJ日発室 100 東京都千代111~:大手IIIJ 1-6-1 大手111]"ピル

全国海苔貝類協同組合連合会 108東京都港区高輪2-16-5

K.K.白寿保健科学研究所・原 1111邦 173東京都板橋区大山東町32-17

浜野顕微鏡商広 113東京都文京区本郷5-25-18

株式会社ヤクノレト本社研究所 189東京都国立山谷保1796

山本海苔研究所 143東京郡大町11豆大森東5-2-12

秋山 茂商!苫 150東京都渋谷区神宮前1-21-9

弘学出版株式会社森田悦111; 214 JII崎市多摩区生問 8580-61

永田克己 410-21 ，';予防J~:I， ¥H HItl¥]ff (lI11I J四日111]"227-1 

全漁連海苔海藻類養殖研究センター 440豊橋市吉IHIsT69-6 

相l'協産業株式会社 742-151111:1 県熊毛m¥田布施IIIJ波野962-1



学会出版物

下記の出版物をご希望の方に頒布致しますので，学会事務局までお申し込み下さし、。

1. r藻類」パックナンバー 価格，会員は各号 1，000円，非会員には各号1，500円.欠号:1巻1-2号， 5巻
1号， 6巻2，3号， 7巻1-3号， 8巻1-3号， 9巻1-3号.

2. r藻類」索引 1-10巻， 価格，会員 1，000円，非会員 1，500円 11-20巻，会員 1，500円，非会員
2，000円.

3. 山田幸男先生追悼号藻類25巻増補， 1977. A 5版， xxviii +418頁. 山田先生の遺影・経歴・業績一

覧・追悼文及び内外の藻類学者より寄稿された論文50編(英文26，和文24)を掲載 価格5，500円(含送料).

4. 日米科学セミナー記録 Contributions to the systematics of the benthic marine algae of the 

North Pacific. 1. A. ABBOTT・黒木宗尚共編， 1972. B5版， xiv+280頁， 6図版.昭和46年8月に札幌で開

催された北太平洋産海藻に関する日米科学セミナーの記録で， 20編の研究報告(英文)を掲載. 価格3，000円(含

送料).

5. 北海道周辺のコンブ類と最近の増益殖学的研究 1977. B5版， 65頁.昭和49年9月，札幌で行われた

日本藻類学会主催「コンブに関する講演会」の記録. 4論文と討論の要旨.価格700円(含送料)

Publications of the Society 

lnquiries concerning copies of the fo¥lowing publications should be sent to the Japanese Society 
of Phycology， c/o Department of Botany， Facu¥ty of Science， Hokkaido University， Sapporo， 060 
Japan. 

1. Back numbers of the Japanese Journal of Phycology (Vols. 1-25， Bu¥letin of Japanese So・
ciety of Phycology). Price， 1，250 Yen per issue for members， or 1，800 Yen per issue for non member. 

Lack: Vol. 1， Nos. 1-2; Vol. 5， No・1;Vol. 6， Nos. 2， 3; Vol. 7， Nos. 1-3; Vol. 8， Nos. 1-3; Vol. 9， 
Nos. 1-3. 

2. lndex of the Bulletin of Japanese Society of Phycology. Vol. 1 (1953)-Vol. 10 (1962)， Price 
1，500 Yen for member， 2，000 Yen for non member， Vol. 11 (1963トVol.20 (1972). Price 2，000 Yen for 
member， 2，500 Yen for non member 
3. A Memorial lssue Honouring the late Professor Yukio YAMADA (Supplement to Volume 

25， the Bu¥letin of Japanese Society of Phycology). 1977， xxviii十418pages. This issue includes 50 
arlicles (26 in English， 24 in Japanese with English summary) on phycology， with photographies 
and Iist of publications of the late Professor Yukio YAMADA. Price， 6，000 Yen. (incl. postage， sur-
face mail) 

4. Contributions to the Systematics of the Benthic Marine Algae of the North Pacific. Edited 
by 1. A. ABBOTT and M. KUROGI. 1972， xiv+280 pages， 6 plates. Twenty papers fo¥lowed by 
discussions are included， which were presented in the U. S.-Japan Seminar on the North Paci五c
benthic marine algae， held in Sapporo， Japan， August 13-16， 1971. Price 4，000 Yen. (incl. postage， 
surface mail) 

5. Recent Studies on the Cultivation of L“仰世ni色“4“伽2偽‘凶α仰'1吋，
pages. Four papers fo¥lowed by discussions are included， which were presented in a symposium 
on Laminaria， sponsored by the Society， held in Sapporo， September 1974. Price 700 Yen. (incl. 
postage， surface mail) 

昭和55年 3月 5日印刷

昭和55年 3月10日発行

編集兼発行者 亡と
ι3 田 忠 生

干 060 札幌市北区北10条西 8丁目
北海道大学理学部植物学教室内

。1980]apanese Society of Phyco!ogy 印刷 fl斤 文栄堂印刷所

内

載

製
複

叩

転

~
許

い

禁

不

…

札幌市中央区北3条東7丁目342

発行所 日本藻類学会

Printed by BUNYEIDO PRINTING CO. 

干 060 札幌市北区北10条西 B丁目
北海道大学理学部植物学教室内

振替 小樽 16 1 4 2 



第28巻第1号昭和 55年3月10日

目次

丸山 晃:真核藻の系統的関係…....・ H ・.....・ H ・.....・ H ・-…………...・ H ・..…...・ H ・..……………(英文) 1 

李仁圭・J.A.ウエスト:紅藻フタツガサネ Antithalllnion11争.ponicu川 YAMADAet 
INAGAKIの培養研究…....・ H ・...・ H ・-…....・ H ・-…一…-…・….....・ H ・........・ H ・……....・ H ・-…(英文) 19 

P. M.シパリンガム: 生育地の異なるソゾ属2種葉休のアミノ酸組成 …...・H ・.....・H ・..……(英文) 29 

御園生 拓・岡崎恵視・西津一俊: 大型石灰藻に含まれる特殊な Ca結合物質に関する研究

I. 生藻体への 45Caのとり込みと特殊 Ca結合物質の抽出....・ H ・.....・ H ・-… H ・H ・.......・ H ・.....…・ 31 

渡辺真之・A.K.M.N.イスラム: 阿寒湖の藻類 (4) ・…...・ H ・.....・ H ・....・ H ・-…....・ H ・...・ H ・...・ H ・... 37 

阪弁奥志雄: 河口湖産フジ 7 リモについて・・ H ・H ・....・ H ・....・ H ・-…........・ H ・..… H ・H ・....・ H ・-… H ・H ・-… 47 

----・4・.. ー司咽・・・

雑報

千原光雄: カナダの BamfIeld 臨海実験所 …・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 51 

新刊紹介....・ H ・.......・ H ・....・ H ・-…...・ H ・.....・ H ・............・ H ・....・ H ・...・ H ・...・ H ・H ・H ・.....……....・ H ・.28，46 

ニ ュ ー ス ・・・・・・・・・…・……・・・・・・…......・ H ・..…・・・-……......・ H ・.....・ H ・...................…・・・・・・・…・・・・・・・・・・ 27 

会 告・… H ・H ・......・ H ・-… H ・H ・-… H ・H ・..…-…....…・・・-…-…...・ H ・.....・ H ・.......・ H ・...・ H ・-… H ・H ・... 53 

..・・

日本藻類学会第4回春期大会講演要旨 (1980.3.31-4.1東京水産大学)...・ H ・H ・H ・-・…...・ H ・.....・ H ・..… 57 

日本藻類学会




